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はじめに 

 地方、都市に限らず、人々の生活空間には様々な社会課題が存在する。医療・健康、少

子高齢化、子育て・教育、環境問題をはじめ、近年では暮らしや交通、災害・防災など、

様々なジャンルで、それぞれの問題を抱えている。 

 そのような中、ICT（Information and Communication Technology：情報通信技術）を

用いて地域の課題解決をはかる動きがみられる。自動運転による渋滞緩和、無人決済や無

人物流、電力の見える化、インフラ設備の監視・保安などもその一例である。AI

（artificial intelligence：人工知能）や IoT（Internet of Things：モノのインターネ

ット）などのデジタル技術の活用によって、社会構造の劇的な変革や新しいビジネスモデ

ルを創出する「デジタル産業革命」の時代を迎えている。

これら先端技術を用いて、基礎インフラと生活インフラ・サービスを効率的に管理・運

営し、環境に配慮しながら、人々の生活の質を高め、継続的な経済発展を目的とした「ス

マートシティ」という取り組みが注目されている。このスマートシティは、生活の質の向

上と、経済効果への期待が大きいことから、持続可能なまちづくりの実現つまりは SDGs

の達成に大きく寄与するものと考える。 

 本調査研究では、まず文献・ウェブ調査により各自治体におけるスマートシティの推進

動向の調査を行い、情報の整理を行った。次に市政意識調査やヒアリング調査により地域

住民のニーズや福岡市の抱える社会課題を洗い出した。最後にそれを踏まえて、福岡の現

状に見合ったスマートシティ推進ビジョンを提示した。 

１.スマートシティとは

（１） スマートシティとは

スマートシティとは、IoTや AI などの先端 ICT技術を活用し、エネルギーや交通網など

インフラを効率化することで QOL（Quality of Life：生活の質）を向上させた、人が住み

やすい都市のことである。スマートシティ化を通して地方創生や市民の QOLの向上だけで

なく、経済の発展に大きく寄与することが期待されている。 

 従来のスマートシティの取り組みでは、エネルギーなどの問題を個別に解決する「個別

分野特化型」の方法が中心であったが、近年では、先端技術を活用することで、エネルギ
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ーをはじめ、医療・健康や子育て・教育、通信、交通、環境問題など、複数の課題を幅広

く解決しようという、「分野横断型」の取り組みが増えている。（図１） 

 

図 1  スマートシティにおける取り組み形態の推移 

 

出典：国土交通省「スマートシティの実現に向けて【中間とりまとめ】」 

 

伝統的な基礎インフラ（電力、ガス、上下水道、道路 等）の改善だけでなく、地域

住民の QOL向上を図るデジタルサービスが求められている。また、各分野の都市課題

に対し、個別に対処するのではなく、分野間が連動し、全体最適を可能とする形態を

目指す必要がある。 

現在、国内の多くはまだ実証実験の段階ではあるが、世界各国の都市でスマートシ

ティの取り組みが先行して進められている。 

 

（２） 課題解決に生かされる技術イメージ 

スマートシティと聞くと、近未来都市のイメージを描きがちであるが、すでに国内外で

多くの事例が報告されている。本項では、地方が抱える社会課題の解決に生かされる技術

のイメージをみていく。 

 ICTや AI・IoT 技術はすでに様々な分野で活用されており、我々一般市民も多くの場面

で利用している。例えば、無人決済や無人改札をはじめ、遠隔診療サービス、テレワーク

会議ツール、スマートメーターの電力の見える化、家電等の音声操作・遠隔操作など生活

に密接な場面で様々な先端技術が利用されている。また、自動運転技術や店舗の無人化、

ドローンによる無人配送、インフラ設備の保守・管理、農業や工業のスマート化など多く

の実証実験も進められてきた。そして、実証実験などを通じて構想を磨く段階から、いよ

いよ社会実装する段階へと移行しつつあり、さらにコロナ禍において、市民の生活や社会

活動が大きく転換していく中、その動きが加速している。 

スマートシティの実現には、「センシング技術」や「通信技術」、「データ技術」、

「可視化技術」、「自動化技術」など様々な技術がそれぞれの強みを活かして連携してい

く必要がある。 
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図 2  課題解決に生かされる技術イメージ 

 
出典：国土交通省都市局「スマートシティの実現に向けて」 

 

２.スマートシティの推進動向 

 

（１）海外におけるスマートシティの推進動向 

近年、急速な都市化が進むなか、都市部の基礎インフラと生活インフラ・サービスの効

率化は急務であり、スマートシティはその解決策として期待を集めている。 

世界中の都市がスマートシティの実現に向け、さまざまな形で動き出しており、海外で

は、スマートシティの取組が実証実験から社会実装へと事業フェーズを移し、動きが加速

している。 

本項では海外で推進されている代表的な事例を２つ紹介する。 

 

① アムステルダム（オランダ） 

アムステルダム市は、EUの中でも先行して循環型経済、低炭素化社会の実現に取り組ん

できた都市である。2009年 6月より、企業やスタートアップ、行政機関を含めた官民連携

組織「Amsterdam Smart City(ASC)」を設置し、持続可能なモビリティ、公共空間、職場

の構築に取り組んできた。この取り組みでは、エネルギー消費や CO2排出量削減を中心

に、交通やエネルギー、労働、生活などのテーマについて最新の技術を活用した多数のプ

ロジェクトを展開している。一部の例を表 1に記す。 
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表 1  都市インフラの整備・改善に向けた取り組み（アムステルダム） 

出典：スマートシティ海外事例 10選 ソフトバンク株式会社 

② ニューヨーク（アメリカ）

ニューヨークでは 2015年以降、オバマ大統領により、「スマートシティ・イニシアテ

ィブ」と呼ばれる、地域社会が抱える交通渋滞、防犯対策、経済成長、気候変動、市民サ

ービスの向上等の主要な社会問題を解決することを目的としたイニシアティブが設立され

た。このイニシアティブでは、25以上の新しいスマートシティ関連プロジェクトが立ち上

がり、地域社会のニーズに合うように資金配分を行い、地域社会主導の問題解決を促すこ

ととなった。 

本イニシアティブで、採用されている技術・コンセプト、その目標を表２に記す。 
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表 2  都市インフラの整備・改善に向けた取り組み（ニューヨーク） 

出典：米国におけるスマートシティに関する研究開発等の動向」国立研究開発法人情報通信研究機構 

③ その他の推進動向

ここで紹介したオランダやアメリカの事例は、スマートシティに取り組んでいるごく一

部の事例であり、その他、多くの国と地域でスマートシティ化に向けた取り組みが検討・

推進されている。本研究で調査した事例の一部を表 3にまとめた。 

表 3  その他海外での推進動向 

出典：スマートシティに関する動向と今後の課題 ㈱日立コンサルティングコラム 他（参考文献 10-14,20） 
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世界の各都市が掲げるスマートシティ化の動きは、交通・運輸やエネルギーの分野だけ

でなく、今回の調査からもわかるように、市民の生活環境の改善に資する様々な分野や産

業政策として雇用創出につなげる動きもあることがわかった。 

（２） 国内におけるスマートシティの推進動向

国内においても「スマートシティ」という都市構想が、国家規模のプロジェクトとして

推進されている。近年では、国土交通省をはじめとする各省庁や、地方自治体、大手企

業、技術を持ち合わせるスタートアップ企業などが連携し、未来都市を実現する取り組み

が進行されている。 

本項では国内におけるスマートシティの地域ごとの推進動向や特徴について紹介する。

まず、国内でスマートシティの構築に力を入れている代表的な地域をいくつか紹介する。 

① 千葉県柏市「柏の葉スマートシティ」

「柏の葉スマートシティ」は、柏の葉キャンパス駅を中心とする半径 2km圏に大学や病

院、商業施設などを集めることで、人・モノ・情報を集中させ、駅周辺に集まるデータの

収集と連携を強化している。新技術を生かした環境負荷の低減や良好な居住環境を形成す

るために、人・環境・施設などに関わる民間データと、柏市全域の公共データを連携する

ことで、これらを活用した「駅を中心とするスマート・コンパクトシティ」の構築を目指

している。 

また、公・民・学連携のスマートシティコンソーシアムを設立し、状況に応じて、バラ

ンス良く連携する仕組みを構築している。

柏の葉ではスマートシティ実現に向けた 4つのテーマ（表 4参照）を掲げて取り組んで

いる。 

表 4 柏の葉におけるスマートシティ実現に向けた 4つのテーマ 

出典：スマートシティ(Smart City)とは｜国内・海外事例から見る新しいまちづくりのあり方 Ledge.ai 
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② 神奈川県藤沢市「Fujisawa サスティナブル・スマートタウン」

「Fujisawaサスティナブル・スマートタウン」は、戸建住宅を中心とした複合型スマー

トタウンプロジェクト。「生きるエネルギーがうまれる街。」をコンセプトに、100年後

も「エコでスマート」なくらしが持続的に醸成・発展していく街をめざし、技術起点では

なく、くらし起点の街づくりを推進している。 

また、くらしを支えるタウン共通プラットフォームを整備し、街に関わる各種データ、

自治体・企業等が保有するデータを連携させ、住人に合わせた情報やサービス・機能を提

供することで、コミュニティの活性化や街の発展に役立てている。 

本事業で展開する「くらし起点」の 5つのテーマを表 5に記す。 

表 5 藤沢におけるスマートシティ実現に向けた 5つのテーマ 

出典：藤沢 SST公式ページ 

③ その他の都市の推進動向

これら事例は、スマートシティを推進する自治体のごく一部であり、準備段階や検討中

の地域を含めれば、多くの地域でスマートシティに関する取り組みが進められている。本

研究で調査したその他の国内事例の一部を表 6にまとめた。 
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表 6  国内におけるスマートシティの推進事例 

出典：スマートシティ国内事例 10選 ソフトバンク株式会社 他（参考文献 11,18-20） 

ここでも、海外事例同様に、交通やエネルギー分野のみならず、安心・安全や防災、健

康、環境など生活に密接に関わる様々な分野を視野に入れ、推進されていることがわか

る。また、都市と地方では抱える課題が異なるため、注力する分野が異なることもみえて

きた。よって都市部と地方部、それぞれのスマートシティを考える必要があると言える。 

④ データ利活用型の取り組み

昨今では公共データや人流データ、環境データなどを活用したデータ利活用型の取り組 

みも注目されており、デジタル社会の実現に向けさまざまな取り組みが行われている。

（表 7参照） 
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表 7  データ利活用型スマートシティの推進事例 

出典：「総務省におけるスマートシティの取組」総務省 

今後は、データをうまく活用し、分野間のデータ連携が可能となる基盤整備の検討も必

要となる。 

（３）福岡市におけるスマートシティの取り組み 

福岡市でも東区のアイランドシティや箱崎九大跡地などでスマートシティを目指した都

市開発が進められ、さまざまな実証実験や実装検証が行われている。また、福岡市は LINE 

Fukuoka と「地域共働事業に関する包括連携協定」を締結し、LINEを活用したスマートシ

ティプロジェクトを推進するなど民間事業者を絡めた推進も行っている。本項では、福岡

市におけるスマートシティの取り組みのいくつかを紹介する。 

① アイランドシティ（福岡市東区）

アイランドシティは福岡市の博多湾北東部に位置する島形式の埋立て地であり、港湾事

業として 1994年に着工し、総面積約 400ha、計画居住人口 18,000人、計画就業人口

18,000 人、2020 年代後半の事業完了を目指して開発が進められている。西部は港湾機

能・物流機能の強化が進んでおり、東部は「まちづくりエリア」とされ、複合市街地の建

設が続いている。 

アイランドシティでは「国内トップレベルの低炭素型都市」を目指し、「大規模な再生

可能エネルギーの導入」「スマートハウス化の推進」「エリア全体のエネルギーマネジメ

ント」「次世代自動車の普及」といった省エネルギー･CO2削減の取組みを推進している。
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エネルギー関係では実際に、太陽光発電やエネファームなどの創エネ機器が導入され、

高断熱仕様や蓄電池、LED照明、スマートメーター等による省エネ化も進められている。

また、タブレット決済機能付きのレジカート・AIカメラを導入した近未来型スマートスト

アの進出や AIを活用した次世代オンデマンドバスの導入、物流企業の先端技術を活用し

た業務の自動化・省力化などのスマートロジスティクス推進など人々の生活に密接な場面

でのスマート化が進んでいる。 

写真 1  アイランドシティ香椎照葉  出典：センターマークスタワー公式サイト 

② 箱崎九大跡地（福岡市東区）

東区箱崎の九州大学跡地は天神から約 4.5kmの距離で、4km圏内に JR博多駅や福岡空

港、博多港にアクセスが可能な立地にある。大学跡地を中心に周辺を含め約 50haの広大

なエリアの再開発が計画されている。福岡市は、本エリアを、スマートシティ化を推進す

るプロジェクト「Fukuoka Smart East」の先進地区に位置付けている。 

 Fukuoka Smart EASTは、少子高齢化など、まちづくりの様々な課題を解決しながら、持

続的に発展していくため、最先端の技術革新の導入などによる、快適で質の高いライフス

タイルと都市空間を創出し、未来に誇れるモデル都市の実現を目指している。すでに様々

な検討が進められており、先端技術やアイデアを持ち合わせたスタートアップ企業ととも

にスマートシティ化における実証実験を重ねている。実証実験の一部を次にあげる。 

（表 8参照） 
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表 8 FUKUOKA Smart EAST主催の実証実験の一例

写真出典: 福岡市公式ページ「FUKUOKA Smart EAST」 

実証実験の多くは、交通や配送、インバウンド分野と都市特有の課題解決に向けた取り

組みが目立っている。今後の再開発に向け、先行事例を参考に、福岡が抱える社会課題の

解決に期待がかかる。 

 FUKUOKA Smart EASTでは、スマートシティの実現に向けた実証実験の実施だけでなく、

企業製品・サービスの PRをサポートする「Smart East PoC Program2020」や跡地再開発

に対する民間事業者の意見や提案を活かす「民間サウンディング」など様々な取り組みを

行っている。また、世界最大の電子機器の見本市である CES2020に日本の自治体として初

めて出展を果たすなど勢いをみせている。 

 箱崎九大跡地の再開発を行う事業者はまだ決まっておらず、公募入札にて今春（2021

年）にも決定する予定である。地場企業連合も大手商社と共同で参加を予定しており、地

元の課題を熟知した上で、活性化の視点から再開発に取り組めるのが強みとも言える。 

③ LINE Smart City Fukuoka

LINE Fukuokaは福岡市との包括連携協定に基づき、行政サービスや消費活動、モビリテ

ィやヘルスケアなど、暮らしのあらゆるシーンを ReDesignし、LINEの技術を使ったスマ

ートシティの実現を目指している。すでに実証が進められているサービスの一部を表 6に

あげる。 
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表 9  LINE技術を活用したサービスの一例 

 

写真出典：LINE Smart City Fukuoka公式サイト 

 

実証サービスの多くは人々の生活と密接な課題を解決するものが多く、LINEの強みであ

るアプリや決済サービスを利用したものが目立つ。これは、エネルギーや交通などのイン

フラ面だけでなく、地域住民の生活に密接な場面に多くの課題が存在することも推測でき

る。 

 

３.スマートシティで解決できる福岡市の課題抽出 

今回、福岡市の社会課題を抽出すべく、都市特性評価（森記念財団提示）及び福岡市の

市政調査（福岡市調査）、ヒアリング調査（筆者調査）の三つの抽出作業を行った。都市

特性評価は、統計資料などの定量データと、アンケート調査などの定性データをもとに、

相対的かつ多角的に評価・分析したものであり、外的視点で見た課題と言える。それに対

し、市政調査は、実際に福岡市に住む住民を対象に調査を行っているため、内的視点で見

た課題と言える。さらに、市政調査だけでは、課題が抽象的であるため、福岡に拠点を置

き、サービス展開を行っているスタートアップ企業及び IT企業へのヒアリングを行い、

課題の具体化を図った。 
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（１）福岡市の強みと弱み 

本項では、福岡市の強みと弱みを把握すべく、森記念財団が提示する日本の都市特性評

価 2020 及び福岡市が毎年調査をする市政調査「福岡市の住みやすさ」を基に福岡市の強

み・弱みを分析した。 

まず、2020 年の都市特性評価を見てみると、経済・ビジネスにおける「ビジネスの活

力」や「ビジネス環境」、交通・アクセスの「都市外アクセス」における評価が高い。ま

た、それらの 2分野だけでなく、文化・交流や研究・開発、生活・居住の 3分野でも評価

が高いことがわかる。それに比べ、環境分野は評価が低く、特にリサイクル率や CO２排出

量の少なさ、EV 充電スタンドの多さなどの指標で構成される「環境パフォーマンス」の評

価の低さが顕著である。 

表 10  福岡市の都市特性評価 2020 

出典： 日本の都市特性評価 2020（Japan Power Cities）森記念財団より引用 

（２）市政調査から見た福岡市の住み易さ 

次に、福岡市が令和元年度に調査を行った市政調査「福岡市の住みやすさ」を見てみる

と、都市環境等で、「満足している」と回答した人は、「新鮮でおいしい食べ物の豊富

さ」が 87.1%と最も多く、次いで「買い物の便利さ」(82.5%)、「自然環境の豊かさ」

(78.5%)、「医療機関の充実」(75.1%)、「人の親切や人情味」(73.5%)となっている。一

方、「不満がある」と回答した人は、「市民のマナー」が 45.4%と最も多く、次いで「犯

罪の少なさ」(44.2%)、「レジャー・レクリエーション施設の充実」(29.4%)、「福祉の充

実」(24.3%)、「就業機会の多さ」(23.5%)、「地域住民の連帯感の強さ」(23.3%)、「交

通の便」(22.3%)となっている。食や買い物、医療などの面では一定の評価があるもの
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の、防犯面や施設の不足、福祉や就業機会の不安、交通の便に課題があることがわかっ

た。 

 

表 11  福岡市の都市環境等に関する満足度 

 

出典：福岡市 令和元年度市政調査「福岡市の住みやすさ」 

 

（３）事例調査とヒアリング調査による課題の具体化 

本項では、前章で紹介した福岡でのスマートシティの取り組み事例から見えた社会課題

に加え、都市特性評価と市政調査、さらに筆者ヒアリング調査を基に課題の具体化を行っ

た。 
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表 12  福岡市が抱える社会課題

ヒアリング、事例調査を基に筆者が作成

事例から見える社会課題、都市特性評価と市政調査の結果、さらにヒアリング結果を基

に課題を整理してみると、都市特有の交通や観光・買物・生活等の分野で多くの課題があ

がってきた。また、公共交通をはじめ店舗やサービス、病院等の混雑状況や休日診療の対

応状況など「情報の見える化」を必要とする声も多くみられた。 

４.福岡におけるスマートシティ推進ビジョンの提示

本章では、本研究で調査・整理した国内外の推進動向および市民のニーズと福岡市の社

会課題を基に、福岡市が注力すべき分野・項目を分析することで、福岡の現状に見合う

「福岡におけるスマートシティ推進ビジョン」を提示する。 

（１）スマートシティの推進動向からみる、今後の方向性 

スマートシティ化の動きは、国内外問わず、交通・運輸やエネルギーの分野だけでな

く、今回の調査からもわかるように、市民の生活環境の改善に資する様々な分野や産業政

策として雇用創出につなげる動きもあることがわかった。福岡市もすでに多くの実証実験

を進めているが、さまざまな分野での活用を視野に、取り組みを拡大する必要がある。 
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また、公共データや人流データ、環境データなどを活用したデータ利活用型の取り組み

も目立ってきている。福岡市では、いち早くオープンデータサイトの運用（平成 26年）

も開始しており、スマートシティへの活用も期待できる。 

（２）課題とニーズの傾向分析および SDGsとの関係性 

ここでは、前章表 12 で整理した福岡市の抱える社会課題をベースに、福岡市の弱み、

市民ニーズを分析し、星取表を作成した。併せて、福岡市で実施されているスマートシテ

ィ化に向けた実装実験・実証検証の状況および各々の課題が SDGs における 17のゴールと

どのような関係があるのかについて確認を行った。 

ニーズに関しては、市政調査の不満度をベースに、20％未満を星一つ、25％未満を星二

つ、30％未満を星三つ、35％未満を星四つ、35％以上を星五つとし、さらにヒアリングで

出てきた課題数が 3項目以上のある分野には星を一つ加算し算出。また、都市特性評価で

著しく評価の低い「環境」分野においては星五つとした。 

実証・実装実験の推進度合いは、ここ数年で福岡市をはじめ民間企業が実施している実

証・実装実験を分野毎に洗い出し、実験数から◎（6 回以上）、〇(4回以上)、△（2回以

上）、×（2回未満）で記し、偏りを探った（表 13参照）。 

表 13 福岡市で実施されている実証・実装実験 

出典：福岡市公式ページ、FUKUOKA Smart EAST公式ページ 他 事例調査を基に筆者が作成 

事例調査、市民ニーズ、そしてヒアリングの結果を基に筆者主観で傾向を分析し、

星取表を作成した。（表 14参照） 
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表 14  福岡市の課題とニーズの傾向分析および SDGs との関係性 

※ 表中の数値は各分野における課題の数

分析した結果、観光都市特有の社会課題である「交通」、「観光・買物・生活」分野に

ついては、福岡市でも実証実験の動きが多くみられたが、福岡の弱みが顕著である「環

境」分野や市民ニーズの高い「安心・安全」、「健康・医療」、「労働・雇用」などの分

野に対する検証がやや手薄となっているイメージである。 

今後は、市民のニーズやその土地特有の課題をしっかりと分析し、地域課題に対応した

スマートシティの推進が必要となってくる。

また、SDGsにおける 17のゴールとの関係性からもわかる通り、SDGs の目標と多くの関

係があり、スマートシティの推進が SDGs の達成に大きく寄与するものであることがわか

った。 

（３）福岡におけるスマートシティ推進ビジョン 

国土交通省がとりまとめた「スマートシティの実現に向けて【中間とりまとめ】」で

は、都市に住む人の QOL（Quality of Life）の向上がスマートシティの目指すべき目的で

あり、持続可能な取組みとしていくためには、「都市のどの課題を解決するのか？」、

「何のために技術を使うのか？」を常に問いかけ、まちづくりの明確なビジョンを持った

上での取組みとすることが必要と示している。 

スマートシティ化に向けたこれまでの取り組みは、解決すべき課題の設定が曖昧なまま

に、既存技術を使うことを優先した技術指向の考え方が主流であったが、これからは解決

すべき課題は何か？課題解決するためにどのようなボトルネックがあるのか？ボトルネッ
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ク解消のためにはどのような技術が必要か？課題を抱える市民を主体とした課題指向の考

え方に移行する必要がある。 

さいごに、本章（１）及び（２）の考察をもとに、福岡の現状に見合う「福岡における

スマートシティ推進ビジョン」を提示する。

① 生活環境の改善に資する様々な分野へのスマートシティ導入

さらなる生活環境の改善には、単に既存の技術やサービスを導入するほか、ある分野に

偏った検討を行うのではなく、さまざまな分野での活用を視野に、取り組みを拡大させる

必要がある。幅広い取り組みが、持続可能なまちづくりの実現つまりは SDGsの達成に大

きく寄与する。 

② データ利活用型スマートシティの導入検討

本調査研究からもわかる通り、ICTの進展とともに、世界的な流れとなりつつあるのが

データ利活用による街づくりである。データ利活用は、経済成長やイノベーションの促進

に資することが期待されるだけでなく、連携することで、アプリケーションやシステム、

格納先が異なるデータを、垣根を超えて共有・活用することで新たな価値を生み出す。企

業や店舗が保有するデータや人流データ、環境データなどのビックデータに加え、福岡市

が蓄積するオープンデータの活用も期待できる。 

③ 市民ニーズに応えた推進設計（課題指向の考え方）

本調査研究から、福岡市のスマートシティの推進は、「交通」、「観光・買物・生活」

分野については、多くの実証を重ねているものの、福岡の弱みが顕著である「環境」分野

や市民ニーズの高い「安心・安全」、「健康・医療」、「労働・雇用」などの分野に対す

る検証がやや手薄となっている傾向がみられた。今後は、市民のニーズやその土地特有の

課題をしっかりと分析し、地域課題に対応したスマートシティの推進が必要である。 

おわりに 

今回の研究を通じ、国内外で推進されるスマートシティの動向とその効果、福岡市の抱

える課題や市民のニーズを整理・認識することができた。また、福岡市が実施する実証実

験を洗い出し、市民ニーズと合わせ分析することで、どのような分野が手薄になっている

のか、どのような分野にニーズがあり、今後どのような分野に注力すべきか、相対的に確

認することができた。 

この報告をきっかけに、最先端技術やサービスだけでなく、データ利活用やデータ連携

の有用性や課題指向の重要性を再度認識してもらうことができればと思っている。また、

スマートシティには、課題の洗い出しと住民が主体的に取り組んでいく姿勢が重要である
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と考える。そのためには、地域住民が参画し、住民目線でより良い未来社会の実現がなさ

れるようなネットワークの構築や意見を聴取できる環境の整備推進も併せて必要となる。 

今後の福岡市のスマートシティ推進が、生活の質の向上や新たな価値創出による経済循

環の促進、社会課題の解決に大きく寄与することを期待するとともに、自身も、微力なが

ら、まちづくり活動に携わることで持続可能な福岡のまちづくりに貢献できるよう努めた

い。 

氏名：横山 哲人（ヨコヤマ アキヒト） 

所属：株式会社九州地域情報化研究所 

略歴： 

大学卒業後、自動車防音材メーカーの開発技術職を経て、2016 年に九州へ U ターン。現

在は情報化に関する調査研究をはじめ、情報化計画の策定や地域コミュニティの形成、情

報発信や各種プロモーションなど地域情報化・活性化やまちづくりに関する業務に携わっ

ている。 

研究活動の感想： 

この度は、市民まちづくり研究員という貴重な機会をいただき、ありがとうございまし

た。福岡アジア都市研究所の唐寅主任研究員をはじめ、研究員の皆さまのご指導のおかげ

で、充実した研究活動ができました。また、市民まちづくり研究員の皆さまにも、諸所ア

ドバイスをいただきありがとうございました。 

夏以降の短い期間で、調査から分析、考察と、迷走しながらも、毎月実施された定例会で

アドバイスをいただき、ブラッシュアップすることで、少しずつ形にすることができまし

た。研究はこれで終わりになりますが、これからもまちづくり活動に携わることで持続可

能な福岡のまちづくりに少しでも貢献できたらと思っております。 
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